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１１．．  調調査査団団員員氏氏名名、、所所属属

（１） 現地調査実施時

氏 名 担 当 所 属

松島 正明

Masaaki MATSUSHIMA 
団長

国際協力事業団

無償資金協力部業務第一課課長

宇野 純子
Junko UNO

計画管理
国際協力事業団

無償資金協力部業務第一課

井川 雅幸
Masayuki IGAWA

業務主任
（株）協和コンサルタンツ

国際事業部部長

中村 哲
Satoshi NAKAMURA

水理地質/物理探査
（株）協和コンサルタンツ

 嘱託
山口 雅弘
Masahiro YAMAGUCHI

施工計画/給水計画
（株）協和コンサルタンツ

国際事業部マネージャー

小林 廣昭
Hiroaki KOBAYASHI

機材計画
（株）協和コンサルタンツ

 嘱託
藤川 学
Manabu FUJIKAWA

社会情況調査/

運営維持管理計画

（株）協和コンサルタンツ

 嘱託
樋口 宏之
Hiroyuki HIGUCHI

積算/調達管理計画
（株）協和コンサルタンツ

国際事業部

渡辺 香容子
Kayoko WATANABE 

通訳
（株）協和コンサルタンツ

 嘱託

（２） 概要書説明調査実施時

氏 名 担 当 所 属

井川 雅幸
Masayuki IGAWA

業務主任
（株）協和コンサルタンツ

国際事業部部長

山口 雅弘
Masahiro YAMAGUCHI

施工計画/給水計画
（株）協和コンサルタンツ

国際事業部マネージャー

樋口 宏之
Hiroyuki HIGUCHI

積算/調達管理計画
（株）協和コンサルタンツ

国際事業部

渡辺 香容子
Kayoko WATANABE 

通訳
（株）協和コンサルタンツ

 嘱託



宿泊

団長 計画管理
業務主任、施工/給水計画、
積算/調達管理計画、通訳

水理地質/物探 社会情況/
運営維持管理

機材計画

1 10月8日 火 ｷﾄ

2 10月9日 水 同上

3 10月10日 木 ｸｴﾝｶ

4 10月11日 金 同上

5 10月12日 土 成田→ﾋｭｰｽﾄﾝ→ｷﾄ
（CO818） ﾏﾁｬﾗ

6 10月13日 日 ｷﾄ15:00→ｸｴﾝｶ15:45
（X8　920） ｸｴﾝｶ

7 10月14日 月 同上

8 10月15日 火 同上

9 10月16日 水 同上

10 10月17日 木 同上

11 10月18日 金
大使館報告、JOCV事務所
報告、　ｷﾄ14:30→リマ→ラ

パス（TA021）

大使館報告、JOCV事務所
報告、　ｷﾄ23:25→
（CO818）

同上

12 10月19日 土 ボリビアBDに参団 ﾋｭｰｽﾄﾝ10:50→ 同上

13 10月20日 日 成田14:20 同上

14 10月21日 月 同上

15 10月22日 火 同上

16 10月23日 水 ｸｴﾝｶ市場調査 同上

17 10月24日 木 ｸｴﾝｶ市場調査 同上

18 10月25日 金 ｸｴﾝｶ市場調査 同上

19 10月26日 土 ｸｴﾝｶ

20 10月27日 日 同上

21 10月28日 月 ﾏﾁｬﾗ

22 10月29日 火 同上

23 10月30日 水 ｸｴﾝｶ

24 10月31日 木 同上

25 11月1日 金 同上

26 11月2日 土 同上

27 11月3日 日 同上

28 11月4日 月 補足調査 ｸｴﾝｶ市場調査 ｸｴﾝｶ

29 11月5日 火 補足調査 ｸｴﾝｶ市場調査 同上

30 11月6日 水 補足調査 ｸｴﾝｶ市場調査 同上

31 11月7日 木 補足調査 移動
（ｸｴﾝｶ→ｸ ｱ゙ﾔ ｷ ﾙ） 同上

32 11月8日 金 補足調査 移動
（ｸｴﾝｶ→ｸ ｱ゙ﾔ ｷ ﾙ） 補足調査 ｸ ｱ゙ﾔｷﾙ市場調査 同上

33 11月9日 土 補足調査 資料整理 資料収集 資料整理 同上

34 11月10日 日 資料整理 ｸ ｱ゙ﾔ ｷ ﾙ 00:55→
ﾋｭｰｽﾄﾝ10:50→ 資料整理 ｸ ｱ゙ﾔ ｷ ﾙ 00:55→

ﾋｭｰｽﾄﾝ10:50→ 同上

35 11月11日 月 補足調査 成田14:20 調査結果の
取りまとめ

成田14:20 同上

36 11月12日 火 補足調査 移動
（ｸｴﾝｶ→ｸ ｱ゙ﾔ ｷ ﾙ） 同上

37 11月13日 水 調査結果の取りまとめ 資料整理 同上

38 11月14日 木 調査結果の取りまとめ ｸ ｱ゙ﾔ ｷ ﾙ 00:55→
ﾋｭｰｽﾄﾝ10:50→ 同上

39 11月15日 金 ｱｽｱｲ州協議 成田14:20 同上

40 11月16日 土 ｱｽｱｲ州協議 同上

41 11月17日 日 井川：移動（ｸｴﾝｶ→ｷﾄ） 資料整理 同上

42 11月18日 月
大使館報告、JOCV事務所
報告、
移動（ｷﾄ→ｸ ｱ゙ﾔｷﾙ）

その他：
移動（ｸｴﾝｶ→ｸ ｱ゙ﾔ ｷ ﾙ） ｷﾄ

43 11月19日 火 資料整理 同上

44 11月20日 水 ｸ ｱ゙ﾔ ｷ ﾙ 00:55→　　　　ﾋｭｰ
ｽﾄﾝ10:50→

45 11月21日 木 成田14:20

2.調査工程
　　　(1)　現地調査実施時

資料整理

現地踏査ｻﾝﾀ・ｲｻ ﾍ ﾙ゙（No.18、No.21）

現地踏査ｻﾝﾀ・ｲｻ ﾍ ﾙ゙予備日、資料整理

移動（ｸｴﾝｶ→ﾎ ﾝ゚ｾ・ｴﾝﾘｹｽ）、現地踏査ﾎ ﾝ゚ｾ・ｴﾝﾘｹｽ（No.2、No.4、No.6)

現地踏査ｻﾝﾀ・ｲｻ ﾍ ﾙ゙（No.17、No.19、No.20）

現地踏査ﾎ ﾝ゚ｾ・ｴﾝﾘｹｽ（No.5、No.7、No.9)
現地踏査ﾎ ﾝ゚ｾ・ｴﾝﾘｹｽ（No.3、No.8)

成田15:50→ﾋｭｰｽﾄﾝ
→ｷﾄ22:35（CO818）

成田15:50→ﾋｭｰｽﾄﾝ→ｷﾄ22:35（CO818）
大使館との打ち合わせ

大使館表敬、JOCV事務所訪問、外務省経済開発局表敬、
ｷﾄ15:00→ｸｴﾝｶ15:45　（X8　920）　ｱｽｱｲ州審議会表敬

ｱｽｱｲ州審議会との協議

ﾋ ﾁ゚ﾝﾁｬ州地下水開発計画ｻｲﾄ視察

基本設計調査工程

資料収集、担当機関との協議

同上 ｷﾄ15:00→ｸｴﾝｶ15:45　（X8　920）

M/M協議
M/M協議、調印、ｸｴﾝｶ18:00→ｷﾄ18:45　（X8　921） M/M協議、調印、現地調査打合わせ

移動（ｸｴﾝｶ→ﾏﾁｬﾗ）（現地視察ﾌ ｶ゚ﾗ地区Bella Rica、No.4)

移動（ﾏﾁｬﾗ→ｸｴﾝｶ）（現地視察ｻﾝﾀ・ｲｻ ﾍ ﾙ゙地区No.18、No.21)

M/M協議

実施工程
コンサルタント工

程 日程 曜
日

官団員

現地踏査ｸ ｱ゙ﾗｾｵ予備日、資料整理

資料整理

現地踏査ｸ ｱ゙ﾗｾｵ（No.10、No.13、No.14）
現地踏査ｸ ｱ゙ﾗｾｵ（No.16、No.24）
現地踏査ｸ ｱ゙ﾗｾｵ（No.23、No.26)

資料収集、担当機関との協議、団内ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

団内ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

現地踏査ｸ ｱ゙ﾗｾｵ（No.1、No.22、No.25）
現地踏査ｸ ｱ゙ﾗｾｵ（No.11、No.12、No.15)
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(2)概要説明　調査日程

日順 月日 曜日
1 2003/2/9 日
2 2003/2/10 月
3 2003/2/11 火
4 2003/2/12 水
5 2003/2/13 木
6 2003/2/14 金
7 2003/2/15 土
8 2003/2/16 日
9 2003/2/17 月
10 2003/2/18 火
11 2003/2/19 水
12 2003/2/20 木

エクアドル国アスアイ州地下水開発計画基本設計概要説明調査団　調査日程

アスアイ州審議会と協議
アスアイ州審議会と協議

アスアイ州審議会と協議

コンサルタント団員
成田17：05→ヒューストン→キト22：10（CO818)
大使館表敬・JOCV事務所打合せ　キト16：30→クエンカ17：15
アスアイ州審議会と協議

大使館・JOCV事務所報告　　　キト23：10（CO818）→
ヒューストン10：00→
成田15：00（CO007）

アスアイ州審議会と協議（ミニッツ協議）
資料整理
ミニッツ協議、署名　クエンカ17：45→キト18：30（EQ174)
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3. 面談者リスト 

(1) エクアドル国際協力庁、外務省
Eco. Vladimir Jarrin, Director Ejecutivo 
Sr. Juan Carlos Brivio 

(2) アスアイ州審議会
Ing. Marcelo Cabrera Palacios, Prefecto Provincial del Azuay 
Arq. Oswaldo Flores Manzano, Vicepresidente de Provincial del Azuay 
Ing. Ramiro Aguilar Ramos, Director del Departomento de Planificación 
Ing. Santiago López Guillen, Director de Departamento de Obras Publicas 
Ing. Patricio Espinoza Piedra, Jefe de sección de saneamiento ambiental 
Ing. Claudio Verdugo Bustamente 
Ing. Julia Martinez Gavilanes 
Ing. Nicolas Campoverde Merchan 
Lic. Jaime Maldonado 
Ing. Valeria Loaiza Ochoa 
Ing. Diego Coronel Sacoto 

(3) 都市開発住宅省(MIDUVI) クエンカ出張所
Arq. Jaime Vivar Caespo, Director Regional 

(4) 緊急社会整備基金（FISE）クエンカ事務所
Ing. Edgar Vazquez Torres, Director 

(5) Plan International クエンカ事務所
Mr. Fernando Ochoa, Director 

(6) 在エクアドル日本国大使館
平松大使

伊藤臨時代理大使

中野二等書記官

(7) 国際協力事業団エクアドル青年海外協力隊調整員事務所
高田調整員

大野調整員
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事業事前評価表 

１．協力対象事業名 

 エクアドル国アスアイ州地下水開発計画 

２．我が国が援助することの必要性・妥当性 
（1）我が国が当該国に対し援助することの必要性・妥当性 
 エクアドル国は、過去に日本からの移民も行われ、伝統的に我が国と友好関係にあること、南米諸国の中でも開発
の遅れている国の一つであり開発需要が大きいこと等を考慮し、我が国は無償資金協力及び技術協力を中心とした
援助を実施している。1999年 2月の政策協議調査団により、貧困対策、生活環境関連等のインフラ整備、環境保全、
防災等の分野における協力を重視していくことを確認しており、給水事業はインフラ整備に位置づけられる。また、
1998 年にペルー・エクアドル国境問題和平が達成されたことを受け、ペルーとの国境周辺での開発への協力は重点
対策とされており、エクアドル国南西部の政治、文化、経済の拠点であるアスアイ州への援助はこの観点からも必要
性・妥当性が高いと判断される。 
（2）当該プロジェクトを実施することの必要性・妥当性 
アスアイ州における上水道の普及率は都市部 97％に対して地方部は40％であり（2001年国家統計局）、州政府は

郡､市および住宅省（MIDUVI）、緊急社会援助基金（FISE）等とも協力してアスアイ州総合開発計画（2003 年－2013
年）を策定し、地方における社会インフラ整備（上水道含む）を進めて衛生状況の改善を図ろうとしている。 
アスアイ州地方部の飲料水水源はこれまで表流水に依存してきたが、森林の伐採による流域の荒廃、家畜屎尿等

による汚染、鉱山事業の排水による汚染等により水質，水量両面で問題を抱えている。この状況を改善するため、同
州政府は新規水源として地下水の利用を図るべく172地区を対象とした地下水開発計画を策定した。しかし、同州審
議会ではこれまで地下水開発の実績がなく技術力が不足していること、井戸掘削機等必要機材を保有していないこ
と、及び財政上の理由からこの計画を単独で推進するのが困難な状況にあり、緊急に対策が必要となっている。  

３．協力対象事業の目的（プロジェクト目標） 
アスアイ州審議会に井戸掘削関連機材を整備し、エクアドル国側が実施する井戸建設に対し日本側が技術支援

を行うことにより、アスアイ州が独自に地下水開発計画を推進する体制が整い、地方部の給水状況が改善されること
を目的とする。 

４．協力対象事業の内容 
（1）対象地域 
 アスアイ州地方部 11地区 
（2）アウトプット 

 アスアイ州地方部 11 地区において、深井戸給水施設が整備される（10 地区）、および水質改善のための設備が
整備される（1地区）。 

（3）インプット 
 日本側： 
 1）掘削機 1台、支援車両、試験用機材、モニタリング用機材、井戸用資機材、送水管・管理棟用資材の調達 
 2）エクアドル側の深井戸掘削工事、資機材整備に対する技術指導（5地区 5井分） 
 3）利用住民による施設運営維持管理についての啓発活動の支援 
 相手国側： 
 1）10地区 13井の深井戸給水施設建設及び 1地区の塩素滅菌設備の建設 
（4）総事業費 
 概算事業費  6．91億円（日本側 6.41億円、エクアドル側 0.50億円） 
（5）スケジュール 
【日本側負担による資機材調達及び技術指導】 約 21ヶ月間を予定 
【相手国負担による施設建設】約 24ヶ月間を予定 
（6）実施体制 
  責任機関：アスアイ州審議会（州政府） 
  実施機関：アスアイ州審議会（州政府） 
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５．プロジェクトの成果 
（1）プロジェクトの裨益対象の範囲及び規模 
  エクアドル国アスアイ州地方部 11地区の住民 
 
（2）事業の目的（プロジェクト目標）達成を示す成果指標 
 ・給水施設建設資材調達対象の 10地区における給水量の増加 

 2002年（実施前） 2006年（計画年） 
対象地区の給水人口 12,320人 15,625人 
乾期単位給水量の増加 30 /人/日 100－120 /人/日 

 ・水質の改善 
 2002年（実施前） 2006年（計画年） 
給水施設建設対象 10地区のうち、水質基準値を越えた水質項目が検出されている2地区 
No.4 ポンセ・エンリケ地区のシアン
濃度 

20ｍｇ 基準値（0.1 ）より低い。

No.25 ヌルチ地区の硝酸性窒素
濃度 

 基準値（ ）より低い。 

塩素滅菌装置整備対象 1地区 
No.23 グエル地区の大腸菌数 
（2006年給水人口 2，200人） 

380NMP／100m 検出されない。 

 
（3）その他の成果指標 
 ・衛生状況の改善 

保健所名 2002年（実施前） 2006年（計画年） 
No.1 パクチャ 全患者 1,694人に対して574（33.9%）

件の水因性疾病症例数 
水因性疾病症例数が減少する。 

No.12 ハダン 全患者 236 人に対して 167（70.8%）
件の水因性疾病症例数 

水因性疾病症例数が減少する。 

No.25 ヌルチ 全患者 963 人に対して 407（42.3%）
件の水因性疾病症例数 

水因性疾病症例数が減少する。 
 
６．外部要因リスク（事業の目的（プロジェクト目標）の達成に関するもの） 

（1）アスアイ州政府が計画通り井戸掘削及び給水施設建設を実施する。 

（2）アスアイ州政府が給水事業に対し継続的に予算措置をする。 

（3）アスアイ州審議会公共事業局に新設される地下水部の組織体制、技術力が給水事業の継続実施に支障ないレ

ベルに保たれる。 

７．今後の評価計画 

（1）事後評価に用いる指標 

 対象地区における給水人口、1 人 1 日当たり単位給水量、No.4 及び No.25 地区の水質検査結果、保健所資料に

おける水因性疾病症例数 

（2）評価のタイミング 


	資料
	1.調査団員・氏名
	2.調査行程
	3.関係者（面会者）ﾘｽﾄ
	4.当該国の社会経済状況（国別基本情報抜粋）
	5.討議議事録（M/D）
	6.事業事前評価表


